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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・節電のための冷蔵庫、ＬＥＤ照明の販売が好調であ
る。ただし、消費税増税前の買換えの動きはあまり目
立っていない。

観光名所（従業
員）

来客数の動き ・2013年度は４月以降、毎月、利用客数が前年を上
回って推移しており、特に12月は25日時点の利用客数
が前年比約130％とこれまでにないプラス幅となって
いる。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

来客数の動き ・年末大売出しの期間ということもあり、今月中旬以
降、お歳暮等の買物をする来街者が増加している。ま
た、徐々に気温の冷え込みが厳しくなってきているな
か、来街者の買物袋が比較的大きいことから、冬物衣
料等を購入する買物客が増加している。

商店街（代表
者）

販売量の動き ・北海道も多少は景気が回復している感があり、ほと
んどの業種で景気が悪いと言う人がいなくなってきて
いる。なかには前年並みという人もいるが、前年より
売上が増加していることがほとんどのようだ。海外観
光客の入込も衰えず、過去にないくらいの状態が続い
ている。冬は閑散期のはずだが、閑散期とは思えない
来客数となっている。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・来客数が前年並みとなっているのに対して、定価品
の売上が前年比103％と好調である。また、ラグジュ
アリーブランドと宝飾ブランドの高額品も前年比
110％を超えている。しかし、主力の婦人服は前年並
みの動きにとどまっている。

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・前年よりも気温が高く推移し、降雪も少ないなか、
来客数、買上率は依然として前年を下回っているが、
これらのマイナス要因を上回る客単価の上昇がみら
れ、前年を上回る基調で推移している。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客単価、商品単価の上昇傾向が続いている。高額
品、高単価品の購買動向も依然として好調である。

スーパー（役
員）

お客様の様子 ・相場高、原料高により、商品価格が上昇傾向にある
なか、客１人当たりの平均買上点数が前年を２％ほど
下回っているものの、来客数、客単価ともに前年を
１％前後上回っており、品質の良いものを購入してい
る様子がうかがえる。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・12月の売上は前年を上回った。新年に向けて、着物
や帯の動きが良い。

家電量販店（地
区統括部長）

販売量の動き ・薄型テレビの需要も月を追うごとに回復傾向が出て
きている。特に４Ｋテレビ等の高付加価値商品の販売
量が増えてきている。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・新型車の発表もあり、この時期としては来客数が多
く、成約も前年に比べて40％ほど増加している。

乗用車販売店
（従業員）

販売量の動き ・消費税増税を控えての駆け込み需要が顕著に表れて
おり、その分が上乗せとなり、３か月前と比べて良く
なっている。

乗用車販売店
（営業担当）

販売量の動き ・新型車の投入により、受注量、販売量ともに上向き
傾向にある。

観光型ホテル
（スタッフ）

来客数の動き ・アジア人観光客の利用が堅調である。インターネッ
ト経由の個人予約も比較的好調に推移している。た
だ、今年のクリスマスの日並びが悪かったことがマイ
ナス要因であった。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・10～12月の四半期の収益が前年比100.9％となって
おり、やや良くなっているものの、低価格帯の商品が
中心であり、景況感が上向いているとまではいえな
い。

旅行代理店（従
業員）

販売量の動き ・航空路線のビジネス利用が増加してきている。地域
の１次産業の堅調な動きに加えて、公共事業などに動
きが出てきているためとみられる。

タクシー運転手 来客数の動き ・12月は年間で最もタクシーの売上の良い月である
が、今月上旬は雪が少なく、暖かい日が多かったた
め、タクシー１台当たりの売上は前年を大きく下回っ
た。しかしながら、中旬以降は人出も多くなり、ほぼ
前年並みの売上となった。ただ、会社全体の売上は、
乗務員不足で稼働率が悪かったため、前年を下回っ
た。

変わらない 商店街（代表
者）

単価の動き ・客の様子や来客数、販売量の動きからは景気回復の
実感がない。特に、クリスマスギフトに伸びがみられ
なかった。

家計
動向
関連

(北海道)



商店街（代表
者）

お客様の様子 ・冬物本番という時期にあっても、防寒物に対する客
の買い控えがみられ厳しい。コートなどはバーゲンま
で買うのを待つという客が多くみられる。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・客の話を総合すると、変化がみられない状況にあ
る。

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・一般客の財布のひもが大分固く、売上は前年の９割
台で推移している。一方、最近は領収書をもらう客が
増えており、建築関係や建築にともなう電気工事関係
の会社による利用が増えている。

一般小売店［土
産］（経営者）

来客数の動き ・前年は近隣でアイドルのライブがあった効果が大き
かったが、今年はそうした特殊要因がみられなかっ
た。また、前年よりも雪が少ないにもかかわらず、日
本人観光客が少ない。シンガポール、香港、タイなど
の東南アジアからの観光客は目立っているが、外国人
観光客は当店の主力商品である昆布を買うことが少な
いため、売上に直接貢献しているわけではない。今月
の売上は前年比97.5％と前年を下回った。

一般小売店
［酒］（経営
者）

単価の動き ・商品の流通量からは活気のある客先もみられるが、
低価格帯の商品の動きが多くなっている。単価の高い
アルコール類の販売量が増えなければ売上に結び付い
てこないが、お茶や飲料水等の注文が多く、配送コス
トもかかるため、販売量が多い割に売上が伸びてこな
い状況にある。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・冬物のコート、ニット、パンツ等の売上は前年を上
回って推移している。しかし、紳士物については、
スーツも含めて前年比90％台となっている。お歳暮の
売上は前年を上回った。

百貨店（販売促
進担当）

来客数の動き ・客単価は上がっているものの、来客数、買上客数は
減少傾向にある。ただ、全体としては予想どおりの売
上増加となっている。

百貨店（役員） お客様の様子 ・前年は大雪と寒波に襲われ、コート、除雪用品、ス
トーブ等がよく売れたが、今年は温暖な天候が続いて
いるため、売上が前年を下回る状況を余儀なくされて
いる。景気よりも天候に左右されているのが現実であ
る。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・今月25日時点の累計では、来客数が前年比101％、
販売量が前年比99％となっており、ほぼ前年並みで健
闘しているが、クリスマス後の歳末セールでどう動く
のかが全く予想できない状態にある。

スーパー（店
長）

お客様の様子 ・売上に波があり、悪くなったり、良くなったりを繰
り返しているため、まだ景気の動向を読めない部分が
ある。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・来客数は回復傾向にあるが、買上点数は前年を下
回っている。特に菓子や飲料水等の食料品の落ち込み
が大きい。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・今月は需要が後半にずれこんだが、どうにか前年を
上回る売上となった。

自動車備品販売
店（店長）

来客数の動き ・来客数の動きをみると、月単位での波はあるもの
の、ここ３か月の合計では前年を上回って推移してい
る。

高級レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・前月に引き続き、最終的には前年並みの売上となっ
た。帰省客や地元客は少ないが、観光客の入込が非常
に良く、時には外国人客が半数以上を占める時もみら
れた。

高級レストラン
（スタッフ）

販売量の動き ・全体では前年並みであった。クリスマスディナーは
24日が平日で奮わず、単価も上昇することはなかった
が、平均すると例年並みであった。ランチは低単価メ
ニューが人気であり、高単価商品はあまり注文が入ら
なかった。夕食は企業の団体予約がやや増えている
が、個人客が減っている。景気の回復を感じられなく
もないが、飲食店では食品表示問題で相殺されている
状況にある。

観光型ホテル
（経営者）

来客数の動き ・外国人観光客の増加が全体をけん引しているが、国
内の個人客、団体客ともに低調に推移している。館内
の飲食や物販の売上が落ち込むなど、消費単価は伸び
悩んでいる。また、エネルギー価格が急上昇してお
り、収益の低下が顕著となっている。

旅行代理店（従
業員）

単価の動き ・全体的に来客数、客単価に大きな変化はみられな
い。ただし、年末年始の日並びが良いことから、旅行
者が増加している。年末年始の旅行者については、旅
行日数も長く、単価も上昇傾向にある。



タクシー運転手 販売量の動き ・年末の景気動向について、やや上向き傾向にあると
いう話も聞かれるが、当社に関しては、気温が高く、
雪のない年末を迎える形となっていることから、販売
量は前年よりも減っている。

タクシー運転手 来客数の動き ・注文数が前年とほぼ同じ実績となっている。
通信会社（社
員）

お客様の様子 ・年末という要因や12月決算の企業の業績からは景気
回復が進んでいるとみられる面もあるが、身の回りに
関しては、数か月前と比べて特に景気が上向いている
わけではない。客はこれまでと変わらず必要なものの
みを購入しており、余計なものは極力購入を控えてい
るという話をよく聞く。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・現役世代については若干、購買意欲が出てきている
が、年金世代については逆に引締め感が強まってい
る。

美容室（経営
者）

お客様の様子 ・年末を迎えて売上は若干良くなっているが、客との
会話や身の回りから景気の良い話は聞かれない。

その他サービス
の動向を把握で
きる者［フェ
リー］（従業
員）

来客数の動き ・12月に入ってから、フェリーの欠航回数が増加して
おり、年末にかけて売上がそれほど伸びなかった。

住宅販売会社
（経営者）

単価の動き ・建築資材等の価格が高止まりしている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

それ以外 ・当商店街において、60年前後にわたり営業していた
老舗が12月に閉店したことで、街のにぎわいがなく
なっており、商店街の弱体化が表面化している。

百貨店（売場主
任）

単価の動き ・新聞等では、大都市で貴金属やラグジュアリー等の
高額商品が売れているとの話があるが、当地域ではそ
うした動きが全くみられず、客の買い控えがみられ
る。

コンビニ（エリ
ア担当）

販売量の動き ・当地区では、１次産業の収量が特に悪い状況となっ
ていることから、景気がやや悪くなっている。

衣料品専門店
（店長）

単価の動き ・12月に入り高額商品の動きが悪くなっている。

その他専門店
［医薬品］（経
営者）

販売量の動き ・今年は前年のような大雪がみられないにもかかわら
ず、客足が悪く、販売量も減少している。12月として
は異常である。

高級レストラン
（経営者）

それ以外 ・原材料価格がどんどん上がっている。単価に上乗せ
するにも限度があるため、商売としては良くない状況
にある。客の様子をみても、財布のひもが固い。

スナック（経営
者）

来客数の動き ・12月という時期的に忙しい感じはあるが、全体とし
てはやや悪い。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・長期先の出発分の予約の入り方が鈍い。新商品が出
ても出足が鈍い。

タクシー運転手 販売量の動き ・今月はクリスマスファンタジー等のイベントの効果
で利用客が増えるとみていたが、雪が少なく、暖かい
日が続いたせいもあり、それほど売上は良くなかっ
た。３か月前と比較しても約4.4％の落ち込みであ
り、景気はやや悪くなっている。

美容室（経営
者）

単価の動き ・来客数は変わらないが、客単価が下がってきてい
る。特に店販品の売上が減少している。

悪く
なっている

○ ○ ○

良く
なっている

食料品製造業
（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・周りに前向きな話が増えてきた。

その他サービス
業［建設機械レ
ンタル］（総務
担当）

受注量や販売量
の動き

・公共工事がおう盛に発注されている。

やや良く
なっている

輸送業（支店
長）

取引先の様子 ・現在みられている回復基調は、一過性のものではな
く、今後も継続するものと実感している。すでに来期
に向けての計画もおう盛であり、生産面、流通面の先
行きに関しても話題が多い。

通信業（営業担
当）

受注量や販売量
の動き

・受注量の増加が顕著である。

金融業（企画担
当）

それ以外 ・建設業界は公共工事が増加し、活況を呈している。
ただ、人手不足による工期の遅れや、人件費、資材価
格の上昇による収益の低下がみられる。観光関連は、
円安やＬＣＣの就航などで東南アジア客が増加してお
り、堅調に推移している。

企業
動向
関連

(北海道)



コピーサービス
業（従業員）

取引先の様子 ・取引先において設備購入の話がみられる。店舗の新
設等の規模拡大の動きもみられる。

その他サービス
業［ソフトウェ
ア開発］（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・一時的なものかどうかを見極める必要はあるが、人
材不足にともない受注単価等の条件がやや良くなって
きている。

その他サービス
業［建設機械
リース］（支店
長）

取引先の様子 ・新規設備投資に関する相談や引き合いが増加してい
る。

その他非製造業
［鋼材卸売］
（役員）

受注量や販売量
の動き

・顧客の仕事量が増え、人手不足の現象が起こってお
り、それをカバーするための機械工具の販売量が増加
している。

変わらない 家具製造業（経
営者）

受注量や販売量
の動き

・住宅関連では消費税増税前の駆け込み需要も終わ
り、受注が減少している。請負物件は手堅い動きを続
けている。

建設業（従業
員）

受注量や販売量
の動き

・建築工事に対する建設業界の職員や労務者の不足が
否めず、人件費単価が上昇しているものの、工事の絶
対量は増えていない。

輸送業（営業担
当）

取引先の様子 ・当地域における製紙工場２か所の生産が順調であ
り、正月も操業する予定となっている。また、今年度
の北海道産でん粉も、春先の定植遅れや夏場の干ばつ
の影響が心配されたが、16万9000トンと前年並みの生
産量となった。

司法書士 取引先の様子 ・不動産部門、建設部門ともに、特に業績が上向いて
いる兆候はみられず、大都市のような状況にはない。

司法書士 競争相手の様子 ・売上や取引の減少により、事務員の削減や給与の据
置きといった対応を取る企業がみられるなど、全般的
に景気低迷時と同様の状況がみられ始めている。

やや悪く
なっている

司法書士 取引先の様子 ・土地の売買や建物の新築、増築が減少している。

悪く
なっている

－ － －

良く
なっている

－ － －

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求職者数の動き ・求人倍率が上昇しており、求職者が減っている状況
にある。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・12月という季節要因もあり、求人受理件数は３か月
前より少なくなっているが、前年よりも約25％増加し
ている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・コンビニやスーパーといった個人消費関連の業種
や、パチンコやカラオケなどの娯楽業の求人が順調で
ある。介護業界の求人もニーズの高い状態が続いてい
る。また、最近は首都圏からの求人も少しずつ増えて
いる。建設系だけではなく、サービス業にも及んでい
ることが特徴的である。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年から12.6％増加し、46か月連続で
前年を上回った。月間有効求人数も前年から18.3％増
加し、46か月連続で前年を上回った。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・建築関連の業種では消費税増税前の駆け込み需要に
対応する求人に一服感がみられるものの、全体的には
求人数の増加傾向が続いている。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・新規求職者数の減少傾向が続くなかで、就職件数が
３か月連続で増加している。人手不足感の強い企業の
採用意欲が高まっていることが要因とみられる。

変わらない 求人情報誌製作
会社（編集者）

求人数の動き ・今年の傾向ではあるが、建設や介護福祉を中心とし
たサービス業等の求人意欲は相変わらず高い。外国人
観光客の回復も一因となっている。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人売上は前年比101％と微増であったが、流通小
売系の求人売上が前年比172％と大幅に増加してお
り、業種別でも１位となった。消費が若干上向きに
なっているようであり、年末商戦も比較的好調だっ
た。また、前年トップの医療は前年よりも12％の減少
となり、業種別では２位となった。次いで、前年比
108％の派遣、前年比150％の飲食、前年比135％の運
輸運送の順となっている。

雇用
関連

(北海道)



職業安定所（職
員）

雇用形態の様子 ・11月の新規求人数は前年を9.7％下回った。新規求
職者数は前年を3.7％下回った。月間有効求人倍率は
0.84倍となり、前年の0.74倍を0.10ポイント上回っ
た。しかし、新規求人数のうち正社員求人の占める割
合は47％と高く、求人者と求職者の間における職種や
労働条件のミスマッチも少なくないことから依然とし
て厳しい状況にある。

学校［大学］
（就職担当）

周辺企業の様子 ・消費税増税前の駆け込み需要により車や住宅の購入
がやや上向き傾向にあるが、一時的なものであり、経
済状況が好転しつつあるとは感じられない。ただ、観
光産業については確実に上向きとなっている。

やや悪く
なっている

－ － －

悪く
なっている

－ － －


